
６　平成26年度11月補正予算案事業一覧

【一般会計　第5号補正】

(単位:千円)

補正前 補正額 補正後

総務費 1 協働センター等施設整備事業 242,461 12,000 254,461

国　地域活性化・効果実感臨時交付金 6,000 0 6,000

債　協働センター等建設事業債 157,000 0 157,000

一　般　財　源 79,461 12,000 91,461

・事業内容

　  協働センター等にかかる施設整備費

・補正理由

　　点検の結果、作動不良等となっている消防設備等について安全性を確保する

　　観点から早急に修繕を行うための経費の追加

　　　南陽協働センター屋内消火栓漏水修繕工事

　　　白脇協働センター非常放送設備更新工事

　　　天竜協働センター非常用照明バッテリー及び非常用照明器具交換工事

　　　伊佐見協働センター非常用照明バッテリー交換工事

　　　神久呂協働センター及び和地協働センター排煙設備修繕工事

・補正内容

　　工事請負費　12,000千円（218,292千円→230,292千円）

2 税務総務事業 27,049 19,000 46,049

使　税務証明等手数料 27,049 0 27,049

一　般　財　源 0 19,000 19,000

◆ (1) 税務総務運営経費 9,764 19,000 28,764

・事業内容

　　ふるさと納税のお礼品、郵便料、臨時職員賃金にかかる経費

・補正理由

　　ふるさと納税のお礼品拡大による寄附納付済件数の増に伴い臨時職員賃金、

　　お礼品経費の追加

　  ふるさと納税納付済件数　H26 当初見込：180件　決算見込：3,700件

　　　　　　　　　　　　　　H26.10末実績：879件（前年同月：63件）

　　　平成26年6月　お礼品を拡大

      　1万円以上2万円未満　3,000円/個（見直し前 2,400円/個）

      　2万円以上　　　　 　6,000円/個（見直し前 2,400円/個）

・補正内容

　　賃金　　 1,000千円（皆増）

　　役務費　18,000千円（1,434千円→19,434千円）お礼品、郵便料

事　業



(単位:千円)

補正前 補正額 補正後事　業

民生費 1 児童健全育成事業 770,730 33,824 804,554

市　現年課税分（事業所税） 100,000 0 100,000

国　放課後児童健全育成事業費補助金 161,464 10,950 172,414

国　放課後児童クラブ整備費補助金 35,840 0 35,840

県　子育て支援対策臨時特例交付金 7,795 0 7,795

繰　過疎地域自立促進事業基金繰入金 1,000 0 1,000

一　般　財　源 464,631 22,874 487,505

◆ (1) 放課後児童会運営支援事業 449,122 11,424 460,546

・事業内容

　  放課後児童会の運営経費

・補正理由

　  なかよし館（12館）を放課後児童会へ転用することに伴う需用費、

　　備品購入費等の追加

・補正内容

　　需用費　　　1,080千円（ 13,304千円→ 14,384千円）

　　委託料　　　　972千円（102,612千円→103,584千円）廃棄物処理委託

　　備品購入費　9,372千円（　1,250千円→ 10,622千円）座卓　など

・財源

　　国1/3　放課後児童健全育成事業費補助金　3,484千円

◆ (2) 放課後児童会施設整備事業 197,080 22,400 219,480

・事業内容

    放課後児童会の整備費

・補正理由

　  なかよし館の放課後児童会への転用（12か所）及び既存の放課後児童会の

　　定員拡大（5か所）に伴う改修工事費の追加

・補正内容

　　工事請負費　22,400千円（181,860千円→204,260千円）ロッカー、靴箱等設置

・財源

　　国1/3　放課後児童健全育成事業費補助金　7,466千円



(単位:千円)

補正前 補正額 補正後事　業

民生費 2 民間保育所等助成事業 10,168,342 13,896 10,182,238

分　保育所保育費負担金 2,385,266 0 2,385,266

国　保育所運営費負担金 1,955,757 0 1,955,757

国　保育緊急確保事業費補助金 119,595 0 119,595

国　延長保育事業費補助金 119,768 0 119,768

国　休日保育事業費補助金 916 0 916

県　子育て支援対策臨時特例交付金 642,900 12,143 655,043

債　保育施設整備事業債 187,400 0 187,400

一　般　財　源 4,756,740 1,753 4,758,493

◆ (1) 民間保育所施設整備助成事業（補助金） 795,108 13,896 809,004

・事業内容

　　民間保育所等施設整備工事に対する補助金

・補正理由

　　待機児童解消のため、民間保育所等の創設及び既存民間保育所の増改築

　　により定員増を図る補助金の追加

・総事業費　1,406,136千円

　　財源　県　子育て支援対策臨時特例交付金　1,229,156千円　

　　　創設・増改築　市支出額　1,312,754千円の8/9　1,166,901千円

　　　修繕・改築　　市支出額　　 93,382千円の2/3　　 62,255千円

　　11月補正額　13,896千円　債務負担行為限度額　1,392,240千円

・補正内容

　　負担金補助及び交付金　13,896千円（795,108千円→809,004千円）

　　　創設・増改築　保育所7園、幼保連携型認定こども園2園（定員1,000人増）

　　　修繕・改築　　保育所1園、幼保連携型認定こども園1園（定員   90人増）

・債務負担行為補正（新規）

　　事　項　民間保育所等施設整備補助金

    期　間　平成26年度から平成27年度まで

　　限度額　1,392,240千円（H27:1,392,240千円）



(単位:千円)

補正前 補正額 補正後事　業

民生費 3 障害児自立支援給付事業 1,146,511 187,966 1,334,477

国　障害児自立支援給付費負担金 66,238 0 66,238

国　障害児通所支援費負担金 505,265 93,840 599,105

県　障害児通所支援費負担金 252,632 46,920 299,552

県　障害児自立支援給付費負担金 33,118 0 33,118

一　般　財　源 289,258 47,206 336,464

(1) 障害児通所支援事業 1,013,731 187,966 1,201,697

・事業内容

　　自立した日常生活または社会生活を営むことができるよう、障害児の能力、

　　適性に応じた通所支援サービスの提供

・補正理由

　　障害児通所支援サービス利用者の増などに伴う扶助費等の追加　

　　延件数見込　23,726件の増（120,140件→143,866件）H25実績116,923件

・補正内容

　　扶助費　187,680千円（1,010,530千円→1,198,210千円）

　　委託料　　　286千円（2,673千円→2,959千円）国保連支払事務処理委託費

・財源　国1/2　障害児通所支援費負担金

　　　　　　　　 扶助費　187,680千円×1/2＝93,840千円

　　　　県1/4　障害児通所支援費負担金

　　　　　　　　 扶助費　187,680千円×1/4＝46,920千円



(単位:千円)

補正前 補正額 補正後事　業

衛生費 1 新清掃工場整備事業 350,615 △ 96,682 253,933

市　現年課税分（事業所税） 110,000 △ 60,000 50,000

国　廃棄物処理施設整備事業費補助金 77,294 △ 32,228 45,066

債　廃棄物処理施設整備事業債 144,900 0 144,900

一　般　財　源 18,421 △ 4,454 13,967

・事業内容

　　新清掃工場等建設に係る環境影響調査の実施

・補正理由

　　環境影響調査業務委託について調査項目・調査期間の変更及び委託項目追加

    に伴う、26年度事業費の補正及び債務負担行為（限度額、期間）の変更

・総事業費

  　環境影響調査業務委託総事業費　116,545千円（137,998千円→254,543千円）

　　事業期間　平成26年度から平成29年度まで（1年延長）

・11月補正

　　委託料　△96,682千円（335,393千円→238,711千円）

　　財　源　国1/3　廃棄物処理施設整備事業費補助金　△32,228千円

・債務負担行為補正（変更）

　　限度額　213,227千円（ 27,292千円→240,519千円）

　　期　間　平成26年度から平成29年度まで（1年延長）

　　　　　　年度区分　H27　146,181千円（ 18,058千円→164,239千円）

　　　　　　　　　　　H28　 57,950千円（  9,234千円→ 67,184千円）

　　　　　　　　　　　H29　  9,096千円（      -千円→  9,096千円）

　　財　源　国1/3　廃棄物処理施設整備事業費補助金　69,955千円

・新清掃工場等建設スケジュール

　　H26.12月～H30. 3月  環境影響調査（現地調査、事後調査計画書作成等）

　　H30. 4月～H33. 2月  本体工事（試験運転含む）

 　 H33. 3月～　　　　  本格稼動



(単位:千円)

補正前 補正額 補正後事　業

農林水 1 優良農地の確保推進事業 19,068 1,296 20,364

産業費 使　農用地証明等交付手数料 109 0 109

県　農業委員会費補助金 1,814 1,296 3,110

県　国有農地管理事務費委託金 205 0 205

一　般　財　源 16,940 0 16,940

◆ (1) 農地基本台帳補完調査事業 14,838 1,296 16,134

・事業内容

　　農地台帳の記載内容の補正、確認を行う補完調査の実施及び農地情報管理

　　システムのデータベースの管理

・補正理由

　　農地法の一部改正による農地台帳の法定化（H26.4施行　27.4義務化）に

　　伴い、法定項目の追加及び公表事務への対応のための農地情報管理システム

　　（農地台帳システム）の改修経費の追加

・補正内容

　　委託料　1,296千円（10,359千円→11,655千円）

・財源

　　県10/10　農業委員会費補助金　1,296千円



(単位:千円)

補正前 補正額 補正後事　業

農林水 2 林道整備事業 533,000 28,700 561,700

産業費 分　林業事業費負担金 148 0 148

国　美しい森林づくり基盤整備交付金 15,440 0 15,440

県　林道改良事業費補助金 71,210 0 71,210

県　林道舗装事業費補助金 20,778 0 20,778

県　道整備事業費補助金 31,104 0 31,104

債　林道整備事業債 276,800 0 276,800

一　般　財　源 117,520 28,700 146,220

◆ (1) 林道維持補修事業 88,000 28,700 116,700

・事業内容

　　老朽化調査（H25.9～H26.3）の結果を踏まえた林道橋及びトンネルの緊急修繕

　　　調査対象

　　　　市内全ての林道橋（233橋）及びトンネル（4か所）

　　　緊急対応が必要な対象と対応方法

　　　　緊急対策が必要な林道橋96橋の工事を2か年（H27まで）で完了

　　　　老朽化対策が必要な生活道の林道橋42橋の対策工事を

　　　　5か年（H30まで）で完了

　　　　老朽化対策が必要なトンネル1か所の対策工事を2か年（H27まで）で完了

・補正理由

　　老朽化調査の結果を踏まえた下部工の洗掘等に対する緊急修繕経費及び

　　老朽化対策工事にかかる設計費の追加

・補正内容

　　委託料　　　18,200千円（38,500千円→56,700千円）

　　　　老朽化対策工事設計（林道橋3橋及びトンネル1か所）

　　工事請負費　10,500千円（43,500千円→54,000千円）

　　　　緊急修繕工事（林道橋16橋）



(単位:千円)

補正前 補正額 補正後事　業

災　害 1 土木施設災害復旧事業 900,000 500,000 1,400,000

復旧費 国　土木施設災害復旧費負担金 333,500 66,700 400,200

債　土木施設災害復旧債 333,000 26,600 359,600

一　般　財　源 233,500 406,700 640,200

◆ (1) 国庫補助事業 500,000 100,000 600,000

・事業内容

　  土木施設の災害復旧に要する経費

・補正理由

　  台風18号・19号にかかる災害復旧費の執行見込みを踏まえ、今後の

　  災害復旧に対応する経費を追加

・補正内容

　　工事請負費　100,000千円（485,000千円→585,000千円）

・財源

　　国2/3　土木施設災害復旧費負担金　66,700千円

　　債　　 土木施設災害復旧債　      26,600千円

◆ (2) 単独事業 400,000 400,000 800,000

・事業内容

　  土木施設の災害復旧に要する経費

・補正理由

　  台風18号・19号にかかる災害復旧費の執行見込みを踏まえ、今後の

　  災害復旧に対応する経費を追加

・補正内容

　　工事請負費　350,000千円（300,000千円→650,000千円）

　　委託料　　　 50,000千円（ 80,000千円→130,000千円）


